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本号の特集に関連して訪問看護師の立場から災害支援についての認識を深めるため，
東日本大震災の時に訪問看護師が体験した現場の記録をまとめた本 『災害に立ち向

かった看護師達の記録―その時訪問看護ステーションは』（全国訪問看護事業協会，2012）
を読み返しました。この災害で約 2 万人もの尊い命が犠牲になりました。その中で訪問看
護の仕事中に津波にのまれ，2 人の看護師が亡くなられました。その他にも自分自身が被
災者となりながらも泊まり込みで利用者を守ったり，利用者やその家族らが亡くなる様子
を目撃したり，瓦礫の中から利用者の遺体を発見したり，利用者を救助し自分が代わりに
被災したり，救助と避難の狭間で葛藤した出来事などが掲載されています。被災された現
地では，多くの訪問看護ステーションが事務所の倒壊，訪問用車両のガソリンの入手困難，
スタッフやその家族の被災，多くの災害犠牲者発生による利用者の激減など過酷な状況の
中から訪問看護を再開していった様子も語られており，どん底からでも這い上がる力強さ
を感じました。訪問看護は看護の対象者の生活の場に出向いて行う看護活動であるため，
自分自身が災害に巻き込まれる可能性があると同時に，災害において最も早く医療や看護
を提供できる立場にあります。また災害リハ支援システムにおけるチームの中で訪問看護
は地域の実情や地理に詳しく，利用者それぞれの現状を把握している強みがあります。年
月の経過は早いもので東日本大震災から 4 年目となりますが，いまだに 11 万 4,000 人以上
が避難所や仮設住宅での生活を余儀なくされ，避難生活で体調を崩し，それが原因で亡く
なる人たちの震災関連死も大きな社会問題となっています。災害によって受ける災いは一
人ひとり異なります。災害に対して組織としてかかわるとともに，少しでもその人らしい
生活に近づけられるようなかかわりをするためには訪問看護の果たす役割は大きいと思い
ます。2014 年は夏から秋にかけての豪雨，広島県の土砂災害，御嶽山の噴火，長野県北部
で起きた地震など自然災害が多発しました。また近年叫ばれている東南海地震が発生する
と甚大な被害が出ると予想されています。災害を防ぐことは困難なことですが，被害をで
きるだけ少なくするよう，今までの災害で身をもって伝えていただいた教訓を生かし，災
害時の地域看護の担い手としての役割を実践できるように取り組んでいきたいと思います。
	 編集委員　山下裕子

©
M

IW
A

-S
H

O
TE

N
 L

td
, 2

01
5

2026/09/23 00:32:56


